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今年は国際電気通信連合
（ITU）創設150周年です

昨年10月の全権委員会議（全体会合）

ITU創設150周年

電信通信は言語や機器の仕様が異なると国際間で情報を
交換する場合に支障を来たすことになり、国際間の協力
が不可欠となりました。そこで、ナポレオン三世の提案
により、世界最古の国際機関が誕生しました。今年は、
1865年5月17日に現
在の国際電気通信連
合（ITU）の基礎とな
る万国電信条約が署
名されてから150年
目に当たります。

国際電気通信連合とは

国 際 電 気 通 信 連 合（ITU : 

International Telecommunication 

Union）は、電気通信に関する
国連の専門機関で、国際的な
周波数の分配、電気通信の標
準化及び開発途上国に対する
支援を主な業務としていま
す。現在、日本を含む193の
国が加盟しており、我が国は理事国としてITUの運営に
参画するとともに、米国と並び最大の分担金拠出国です。

国際シンポジウムの日本招致

150周年記念行事として、我が国はICTに関する国際統
計及び情報社会の測定について議論する世界的なシンポ
ジウムの招致を決定しました。11月30日から12月3日
まで、約80か国から、ICT担当大臣、ICT政策所管官庁
の責任者、民間企業の最高経営責任者、統計の専門家等
が広島に集い、ICTを巡る熱い議論が繰り広げられます。

ITUに対する日本の貢献

日本は1959年以降ITUの理事国に連続して選出される
とともに、1999年から2006年まで内海善雄氏がトッ
プ（事務総局長）を務めました。また、多数の日本人の活
躍により我が国で開発された多くの技術（ファクシミリ、
携帯電話、地上デジタル放送など）が世界の標準となる
など大きな貢献を果たしています。

ITU事務総局長の
大臣表敬
高市総務大臣は、本年3月ホー
リン・ジャオITU事務総局長に
よる表敬訪問を受けました。
ジャオ事務総局長は昨年10月
の全権委員会議での選挙で当
選し、今年１月に就任。今回は
事務総局長として初めての来日
です。
高市総務大臣は懇談の中で、
国際機関としてのITUの役割の
重要性を指摘した上で、我が
国としてITUに財政面・人材面
で引き続き貢献するとともに、
ジャオ事務総局長のリーダー
シップに期待する旨発言しまし
た。
これに対してジャオ事務総局長
は、日本のこれまでの大きな貢
献について謝辞を述べ、今後と
も日本がこの分野で先導的な
役割を果たすことへの期待が表
明されました。

ジャオ事務総局長との記念撮影
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天皇皇后両陛下ご臨席のもと開会式で挨拶を述べられる安部内閣総理大臣
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特　集

第3回

国連防災世界会議が
開催されました。
2030年までの新たな防災の国際指針を策定！
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国連防災世界会議とは、国際的な防災戦略について議論する国連主催の会議です。
第1回会議は平成6年（1994年）に横浜市で、第2回会議は平成17年（2005年）に神戸市で開催
され、第2回会議では、平成17年から平成27年（2015年）までの国際的な防災の取組指針であ
る「兵庫行動枠組」が策定されました。
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リ
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ら
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。
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Ｆ
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さ
れ
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介
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献
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台
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割
や
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性
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ー
ダ
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ッ

プ
発
揮
促
進
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
を

述
べ
ら
れ
、
大
変
活
発
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

高
市
大
臣
は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
、
セ
ッ
シ
ョ

　ン
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
防
災
分
野
で
女
性

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
取
組

事
例
か
ら
、
今
後
の
取
組
に
当
た
っ
て
の
重
要
項
目
を

取
り
ま
と
め
、
今
後
の
更
な
る
取
組
へ
の
期
待
を
述
べ

ま
し
た
。

共
同
議
長
が
取
り
ま
と
め
た
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果

　は
、
最
終
日
に
全
体
会
合
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

開会式で天皇皇后両陛下のご先導を務められる高市大臣

セッションで共同議長を務める高市大臣

開会の挨拶を述べる高市大臣
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特集●第3回 国連防災世界会議が開催されました。

第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
の
成
果
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会
議
の
成
果
と
し
て
、「
兵
庫
行
動
枠
組
」の
後
継
枠
組

　

–

と
な
る「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５
２
０
３
０
」及
び
各

国
の
防
災
に
対
す
る
政
治
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コ
ミ
ッ
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ン
ト
を
表
明
し

た「
仙
台
宣
言
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、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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台
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０
１
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は
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れ
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と
目
標
、
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導
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則
、
優
先
行
動
、
関
係

者
の
役
割
や
国
際
協
力
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
事
前
の
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よ
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ナ

r

ン
ス
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人
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の
ア
プ
ロ
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チ
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
重
要
性
等
の
日
本
が
重
視
す
る
点
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
イ
レ
ベ
ル・
セ
グ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
安
倍

　内
閣
総
理
大
臣
が
、
国
際
社
会
に
お
け
る
防
災
分
野
で
の

我
が
国
の
貢
献
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、「
仙
台
防
災
協
力

40

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」を
発
表
し
、
今
後
４
年
間
で
計

億

ド
ル
の
協
力
の
実
施
及
び
計
４
万
人
の
人
材
育
成
を
行
う

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

総
務
省
は
、
こ
の「
仙
台
防
災
枠
組
」を
踏
ま
え
、
今

　後
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
や
効
果
的
な
応
急
体
制
の

構
築
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
の
防
災
対
策
の
更
な
る
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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合
︶

国
際
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務
局
次
長
と
の
バ
イ
会
談

高
市
大
臣
は
、

　会
議
に
参
加
し
た

ク
リ
バ
ス
Ｕ
Ｐ
Ｕ

国
際
事
務
局
次
長

と
の
バ
イ
会
談
を

実
施
し
、
今
後
の

日
本
と
Ｕ
Ｐ
Ｕ
の

協
力
関
係
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
展
示︵
屋
内
︶の
視
察

高
市
大
臣
は
、

　本
体
会
議
場
に
お

い
て
、総
務
省
が 

出
展
す
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

 

ｆ
ｏ
ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
」

の
ブ
ー
ス
を
訪
問

し
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト

（
災
害
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
）、
移
動

式
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ユ
ニ
ッ

ト（
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｕ
）、
多
言
語
化
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、

臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

総務省ブースを視察する高市大臣

ICT for DRR: Information and Communications 
Technology for Disaster Risk Reduction
MDRU: Movable and Deployable ICT Resource Unit

「仙台防災枠組2015ｰ2030」の概要
1 期待される成果と目標 ●期待される成果（ Expected outcome）

　人命・暮らし・健康と、人・企業・コミュニティ・国の経済的・物理的・社会的・文化的・環
境的資産における災害リスク及び被害を大幅に削減する。

●目標（Goal)
経済・ハード・法律・社会・健康・文化・教育・環境・技術・政治・制度的な施策を通じて、
新たな災害リスクを防止し、既存の災害リスクを削減するとともに、応急対応及び復旧のた
めの事前の備えを強化し、以て強靭性（レジリエンス）を強化する。

【グローバル目標（Global Targets）】
①死者数、②被災者数、③経済的損失、④医療・学校施設被害、⑤国家・地方戦略、
⑥開発途上国への支援、⑦早期警戒情報アクセス

2 優先行動（具体例） ●優先行動１：災害リスクを理解する。
・防災教育、地域伝承の活用、普及啓発等
・災害リスク情報の周知
・関連データの収集・分析等のためのICTの利用 等

●優先行動２：災害リスク管理のための災害リスク・ガバナンスを強化する。
・防災戦略、計画の策定
・コミュニティの行動に対するインセンティブの付与
・地方自治体と地域社会、コミュニティとの連携強化 等

●優先行動３：強靭化に向けて災害リスク削減へ投資する。
・ハード・ソフト対策を通じた防災への官民投資 等

●優先行動４：効果的な応急対応に向けた準備を強化するとともに、「より良い復興（ビルド・
バック・ベター）」を行う。
・災害への備えと定期的な見直し
・避難場所・食糧・資機材の確保
・避難訓練の奨励
・早期警戒システム、緊急通信等の確保
・交通・通信インフラ等の強靱性確保 等

3 ステークホルダーの役割 ●市民社会・ボランティア・地域団体等（特に女性、子供、障害者、高齢者等）の参加、学術界・
研究機関・企業・専門家団体との連携、メディアによる広報・普及などが促進されるべき。

４ 国際協力と
グローバル・パートナーシップ

●開発途上国には、国際協力と開発のためのグローバル・バートナーシップを通じた実施手段
の提供（資金提供を含む。）の強化や、継続的な国際支援が必要。また、本防災枠組の実施
に関し、グローバルな進捗の評価が必要。

総務省の第３回国連防災世界会議関連事業
❶消防庁主催「総合フォーラム」
　消防庁は、関連事業の中核的イベントである日本政府、仙台開催実行委員会主催の「総合フォーラム」の一環として、3月14日（土）に
東北大学百周年記念会館川内萩ホールにおいて、「地震、津波、土砂災害時等における消防団、地域住民の役割」をテーマにしたフォー
ラムを開催しました。（開催結果は6月号でご紹介します。）

❷防災ICT技術の活用に向けた国際フォーラム
　総務省は、3月14日（土）に東北大学において、「防災ICT技術の活用に向けた国際フォーラム」
を開催しました。
　総務省からは、阪本総務審議官が登壇し、東日本大震災の教訓を踏まえ、①Seamless、②
Secure、③Smartのコンセプト「3S」の実現を目指したICTによる防災対策の重要性など、日
本の防災ICT分野における国際貢献について講演しました。また、国連の通信専門機関である
ITU-Dのサヌー局長、ASEAN域内の防災情報ハブであるAHAセンターのファイサル所長、海外
で防災ICTの取組を進めているNTTデータの山下相談役、NPOとして海外でICTの普及活動に取
り組んでいるBHNテレコム支援協議会の佐藤会長にもご登壇いただき、それぞれの防災ICTの
取組について講演されました。登壇者とフォーラム参加者のディスカッションでは、活発な議論
がなされました。参加者は、海外からの参加者を含め約250名にのぼり、大盛況のフォーラムと
なりました。
　この他、関連イベントとして、ITU主催「減災のためのICT利活用に関するフォーラム」が、3月
15日（日）に東北大学で開催されました。総務省からは阪本総務審議官がパネリストとして参加し
ました。各国のパネリストとのパネルディスカッションにおいて、阪本総務審議官は、ICTが防災
対策に重要な役割を果たすことを強調しました。

❸本体会議場におけるICT展示（屋外）
　総務省では、会議場の入口広場において、災害時に通信の復旧を行うための各種車両の展示
を行いました。
　今回は、被災地に搬入して迅速に通信を復旧させるICTカー、高速衛星通信が可能な大型車載
地球局、東北総合通信局が所有する移動電源車、空中に文字や絵の3次元表示が可能な空中サ
イネージ車の４車両を出展しました。
　この屋外展示へは各国から関係者が数多く来訪され、また、この様子が地元メディア等でも
ニュースとして取り上げられるなど、話題となりました。

❹消防展示
　消防庁では、我が国の優れた消防科学技術や東日本大震災を踏まえた対策等を紹介するため
に、仙台市役所と夢メッセみやぎにおいて、消防機関の協力のもと消防演習、消防車両、消防
科学技術の展示を行いました。

阪本総務審議官による基調講演

登壇者（左からサヌー局長、ファイサ
ル所長、山下相談役、佐藤会長）と
フォーラム参加者のディスカッション

AHAセンター ファイサル所長によるICTカーの視察

東京消防庁による演習
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太田直樹 総務大臣補佐官

　東日本大震災によって失われた
中心市街地が未だに盛土かさ上げ
工事の最中にある気仙沼市。しか
し、震災から4年が経過し、賑わい
も少しずつ取り戻し始めている。第
3回目は、同市の菅原茂市長に、外
貨を稼ぎ、人々を再び街に引きつけ
る産業振興の形について、お話を
伺った。

役
所
が
求
め
る
人
材
は

変
わ
っ
て
き
て
い
る

太
田

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
時
間
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
仙

沼
市
に
つ
い
て
は
、
私
も
色
々
と
調
べ
て
い

る
中
で
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
上
手
く
活
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
印
象
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
総
合
戦
略
の
中
で
も
、
人
的
支
援

を
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の

気
仙
沼
市
ほ
ど
大
胆
に
外
部
人
材
を
取
り
入

れ
て
い
る
例
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま

す
。

菅
原

経
済
同
友
会
か
ら
良
い
人
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
、
市
役
所
の
中
に
エ
キ
ス
パ
ー

ト
だ
け
の
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

稀
な
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
民
間
か

ら
こ
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。
私
か
ら
見
る

と
、
地
方
の
役
所
の
文
化
は
よ
い
点
も
あ
り

ま
す
が
、
改
善
す
べ
き
点
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
役
所
に
自
由
度
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
、

さ
ら
に
よ
い
仕
事
が
で
き
、
そ
の
結
果
と
し

て
住
民
と
近
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
役
所
は
公
平
性
な
ど
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
物
事
が
展
開
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
の
に
対
し
て
、
民
間
の
方
は
、
と
に
か
く

サ
ウ
ン
ド
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
か
ら

そ
の
点
が
違
い
ま
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

民
間
の
人
が
役
所
に
絡
ん
で
く
れ
る
こ
と
は

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
事
交
流
は
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
当
市
の
職
員
が
企
業
に
派
遣
さ

れ
た
時
に
、
派
遣
先
に
と
っ
て
何
か
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
こ
と
が
見
出
せ
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

太
田

市
役
所
が
人
材
を
引
き
つ
け
る
た
め

に
変
わ
る
べ
き
部
分
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す

か
。

菅
原

採
用
の
仕
組
み
を
変
え
て
い
か
な
い

と
、
産
業
や
街
づ
く
り

な
ど
、
民
間
と
一
緒
に

な
っ
て
や
る
よ
う
な
事

業
を
得
意
と
す
る
人
が

少
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
特
に
産
業
を
担
当

す
る
部
署
は
、
公
務
員

の
中
で
も
求
め
ら
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
他
と

相
当
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。
役
所
に
入
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
固
い
仕
事
ば
か
り
で
は
な
く

て
、
街
が
作
れ
る
、
産
業
に
関
わ
れ
る
、
ク

リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
の
公
務
員
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
我
々
は
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
産
業
が

な
い
と
人
は
帰
っ
て
こ
な
い

太
田

人
口
減
少
が
ど
の
地
方
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
流
出
が
起
こ
る
の

は
、
若
い
世
代
の
大
学
進
学
時
と
卒
業
時

で
し
て
、「
就
き
た
い
仕
事
が
な
い
」と
い
う

こ
と
が
共
通
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
今
産
業
の
お
話
が
出
ま
し
た
が
、
産

業
振
興
で
気
仙
沼
市
の
際
立
っ
た
特
徴
だ

と
思
う
の
が
、
水
産
加
工
と
観
光
に
方
向
性

を
は
っ
き
り
絞
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の

つ
の
産
業

2

の
今
後
の
展
望
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

菅
原

水
産
業
に
つ
い

て
は
、
と
り
あ
え
ず
復

興
が
最
優
先
で
、
瓦
礫

だ
ら
け
の
中
か
ら
の
出

発
で
し
た
か
ら
、
み
な

さ
ん
と
り
あ
え
ず
復
職

を
し
て
、
ま
ず
は
食
べ

て
い
け
る
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。
私
は
実
は
水
産
の
将
来
に
は
不
安

を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
長
に
な
る
前
は
商
社

で
水
産
を
担
当
し
、
帰
郷
し
て
か
ら
は
漁
船

漁
業
経
営
で
し
た
か
ら
、
ず
っ
と
、
水
産
の

厳
し
い
世
界
に
生
き
て
き
ま
し
た
し
、
高
校

生
く
ら
い
の
頃
か
ら
そ
う
い
う
世
界
を
見
て

き
て
い
ま
す
か
ら
。
現
在
、
水
産
業
で
は
人

手
不
足
が
問
題
で
す
が
、
そ
の
前
は
販
路
が

問
題
で
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
シ
ェ
ア
を

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
結
局
、
気
仙

沼
で
穫
れ
る
秋
刀
魚
は
、
北
海
道
で
も
宮
古

で
も
穫
れ
ま
す
し
、
作
っ
て
い
る
加
工
品
は

日
本
中
ど
こ
で
も
作
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
差

別
化
が
難
し
い
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
鮮
魚

な
ど
は
市
場
に
出
荷
し
て
も
値
段
は
市
場
で

決
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
に
主
導
権

は
な
い
の
で
す
。
水
産
加
工
業
も
利
幅
が
取

れ
な
い
の
で
、
払
え
る
賃
金
も
限
度
が
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
支
払
え
る

仕
事
を
水
産
加
工
業
の
中

で
作
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。
新
し
い
技
術
や

販
売
方
法
で
付
加
価
値
を

産
み
出
し
、
地
元
か
ら
都

会
へ
行
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
地
元
に
戻
し
た
い
の
で

す
。
付
加
価
値
を
生
む
仕

事
を
作
ら
な
く
て
は
人
口

減
少
対
策
に
繋
が
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
市
内
の
皆
が
利
用
で
き
る
水
産
加
工
の

研
究
施
設
を
気
仙
沼
に
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
田

観
光
の
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

菅
原

観
光
に
つ
い
て
は
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
部
分
が
あ
り
、
ま
ず
は
観
光
戦
略
会

議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
観
光
の

考
え
方
、
売
る
べ
き
も
の
は
何
か
、
と
い
っ

た
こ
と
に
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
平

25

24
成

年
３
月
か
ら
平
成

年
３
月
の
間
に
プ

ロ
も
入
っ
て
も
ら
っ
て
相
当
の
回
数
開
催

し
、
観
光
戦
略
を
出
し
て
も
ら
い
、
コ
ン
セ

プ
ト
の
整
理
が
つ
き
ま
し
た
。
観
光
も
や
は

り
人
口
減
少
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
国
の
人

口
が
１
億
３
千
万
人
か
ら
１
億
人
に
減
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
頑
張
っ
て
も
ど

う
し
て
も
当
市
の
人
口
は
減
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
時
に
、
経
済
規
模
、
消
費
規
模
を

維
持
す
る
た
め
に
も
交
流
人
口
を
増
や
す
観

光
事
業
に
力
を
入
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
昨
今
、
人
口
減
少
問
題
が
再

び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
そ
の
点
が
す

ご
く
明
確
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

販
路
の
拡
大

太
田

水
産
加
工
に
話
を
戻
し
ま
す
が
、
気

仙
沼
で
生
産
し
て
い
る
ホ
ヤ
の
ソ
ー
ス
な
ど

も
、
味
の
分
析
は
細
か
く
や
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
味
の
分
析
や
研
究
と
い
う
の

は
、
今
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
分
野
で
気
仙
沼
は
面
白
い
事
業
も

や
っ
て
い
る
し
、
研
究
者
も
集
ま
っ
て
い
る

と
い
う
話
に
な
れ
ば
、
一
つ
の
可
能
性
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

菅
原

鮮
魚
も
、
天
然
と
養
殖
は
こ
う
違
う

と
か
、
天
然
の
中
で
も
こ
れ
は
こ
う
い
う
時

に
食
べ
れ
ば
よ
い
と
か
、
そ
う
い
う
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
方
法
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
牛
肉
に
は

5
A

な
ど
の
ラ
ン
ク
が
あ
り

ま
す
が
、
ラ
ン
ク
づ
け
が
で
き
る
魚
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
よ
、
実
は
。

太
田

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
面
白
い
で
す

ね
!

菅
原

魚
は
個
体
差
の
ブ
レ
が
す
ご
く
大
き

い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
気
仙
沼
ナ
ン
ト
カ

と
い
う
魚
に
関
し
て
は
、
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

が
で
き
て
い
て
、
そ
れ
は
非
常
に
ブ
レ
が
少

な
い
、
と
い
う
や
り
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

太
田

も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
ル
ー
ル
、
も

し
く
は
技
術
が
あ
る
と
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
売

り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
実
は
、
味

に
は
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
味
の
ラ
ン
ク
付
け
は

こ
う
い
う
研
究
が
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う

話
に
な
る
と
、
海
外
で
も
、
や
は
り
日
本
の

気
仙
沼
の
も
の
が
良
い
よ
ね
、
と
い
う
話
に

な
り
得
る
。
そ
う
い
っ
た
方
法
で
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
海
外
の
販
路
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

の
は
武
器
に
な
り
ま
す
ね
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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！
平成27年国勢調査が変わります！
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スマート国勢調査
あなたの回答が、日本の未来をつくります。
　国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするた
め、統計法に基づき５年ごとに実施する最も重要な統計調
査です。日本の今を知り、よりよい未来をつくるため、国
勢調査へのご回答をよろしくお願いします。

　平成22年（2010年）
国勢調査から、日本の姿
が一目でわかるように、
日本地図を都道府県別に
色分けした結果を紹介し
ます。

A.沖縄県（17.8%）
●2位 滋賀県（15.1%）　3位 佐賀県（14.6%）
●15歳未満人口の割合が低い都道府県は1位 東京都（11.4%）

2位 秋田県（11.4%）　3位 北海道（12.0%）
※順位は小数第二位以下の数値による

15歳未満人口の割合が
高い都道府県はどこ?

都道府県別15歳未満人口の割合（平成22年）

Q.65歳以上人口の割合が
高い都道府県はどこ?

都道府県別65歳以上人口の割合（平成22年）

A.秋田県（29.6%）
●2位 島根県（29.1%）　3位 高知県（28.8%）
●65歳以上人口の割合が20%を下回ったのは沖縄県のみ 
（17.4%）

Q.25～34歳の「未婚」の割合が
高い都道府県はどこ?

都道府県別25～34歳の「未婚」の割合（平成22年）

A.東京都（60.8%）
●2位 京都府（56.5%）　3位 神奈川県（55.1%）
●東京都や京都府などの大都市を含む都府県では「未婚」の割

合が高い傾向
●「未婚」の割合が低い都道府県は1位 宮崎県（45.4%） 

2位 福島県（46.7%）　3位 山形県（47.0%）

Q.マイホームに住む世帯の割合が
高い都道府県はどこ？

都道府県別住宅に住む一般世帯の「持ち家」の割合
（平成22年）

A.富山県（78.3％）
●2位 秋田県（78.3％）　3位 福井県（75.7％）
●「持ち家」の割合が低い都道府県は1位 東京都（46.6％）
　2位 沖縄県（49.6％）　3位 福岡県（53.7％）
※順位は少数第二位以下の数値による

Q.

国勢調査の
イメージキャラクター

平成27年
国勢調査を
よろしくね★

くわしくは
国勢調査2015

キャンペーンサイトを
見てね♪

国勢調査をもっと知りたい人は 国勢調査2015 検索 http://kokusei2015.stat.go.jp/
本誌4月号P8、「国勢調査で、こんなことがわかります」内の総人口及び人口増減率（大正9年～平成22年）のグラフに誤りがありました。折れ線グラフを人口、棒グラフを人口お詫びと訂正 増減率と記載してありますが、折れ線グラフが人口増減率、棒グラフが人口の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
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平成27年度「電波の日・情報通信月間」記念式典と参加行事について

「電波の日・情報通信月間
記念式典が行われます

」

情報通信の発展に貢献した個人および団体に対して表彰を行います。

「
」

平成27年度　情報通信月間テーマ

MIC_201505_1019_News_re.indd   12 2015/04/21   10:57

スマート・ジャパン、
拡げよう可能性、創ろう未来

表彰内容

❶「電波の日」 総務大臣表彰（個人／団体）

❷「情報通信月間」 総務大臣表彰（個人／団体）

❸「地域発デジタルコンテンツ」 総務大臣奨励賞

❹「オープンデータ ・アプリ」総務大臣奨励賞

❺ 情報通信月間推進協議会会長表彰
（志田林三郎賞／情報通信功績賞） 平成26年度電波の日・情報通信月間記念中央式典 表彰式の模様

65
回
「
電
波
の
日
」（
平
成

総
務
省
は
、
第

　
27

27

年

月

日
）お
よ
び
平
成

年
度
「
情
報

6

1

15

15

通
信
月
間
」（
同
年

月

日
か
ら

月

日

5

6

ま
で
）に
あ
た
り
、

月

日
に
記
念
中
央
式

6

1

典
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

記
念
中
央
式
典
に
お
い
て
は
、
電
波
監
理
、

　
電
波
利
用
ま
た
は
情
報
通
信
の
発
展
に
貢
献

し
た
個
人
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、
総
務
大

臣
、
情
報
通
信
月
間
推
進
協
議
会
会
長
か
ら

表
彰
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
月
間
の
期
間
中
は
、
「
ス
マ
ー

　
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
、
拡
げ
よ
う
可
能
性
、
創
ろ

う
未
来
」を
テ
ー
マ
に
、
情
報
通
信
月
間
推
進

協
議
会
と
総
務
省
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
国

各
地
で
情
報
通
信
に
関
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
の
多
彩
な
行
事
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
行
事
を
通
し
て
、
情
報
通
信
の
発
展

が
人
々
の
利
便
性
を
高
め
、
経
済
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

27

平
成

年
度
情
報
通
信
月
間
の
テ
ー
マ
で

　
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
、
拡
げ
よ
う
可

能
性
、
創
ろ
う
未
来
」に
は
、
社
会
の
様
々

な
分
野
に
利
活
用
出
来
る
I
C
T
の
可
能
性

を
拡
げ
て
、
よ
り
豊
か
な
日
本
の
未
来
を
創

り
出
す
と
の
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

平成26年度 情報通信月間行事の様子

　平成26年度の情報通信月間は「夢がひろがる、 、未来へつながる、ICTスマート
ライフ」をテーマとし、全国各地で情報通信に関する様々な行事が開催されました。
（平成27年度の参加行事については、詳しくは情報通信月間のホームページ〈http://www.jtgkn.com/〉をご覧ください。）

ICT推進フェア2014 in 東北
（東北総合通信局管内）

東北
3会場間を結んでのパ
ネルディスカッション

超高齢社会づくり推進事業の紹介：小型電
気自動車「ソフトQカー」

4Kフェスタ2014
（近畿総合通信局管内）

近畿

実物をじっくり拝見!

基調講演

ワイヤレス・テクノロジー・
パーク2014
（関東総合通信局管内） 関東

歴史展示：大阪万博アルバムと
瞬滅火花式放電電極

WiSUNを利用したセンサー
ネットワークの構築

ライブメディアコーディネータ
スキルアップ講座
（四国総合通信局管内） 四国
技術講習

モーションキャプチャにより、CGキャラクター
が人の動きにあわせて動作

情報通信月間とは?
　情報通信の普及・振興を図ることを目的と
して設けられました。5月15日～6月15日
の期間中は、全国各地で様々な行事を実施
し、豊かな生活を実現する情報通信について
広く国民の理解と協力を求めていくこととし
ています。

電波の日とは?
　昭和25年6月1日に、電波法、放送法が
施行され電波の利用が広く国民に解放されま
した。これを記念して国民各層の電波に関す
る知識の普及・向上と、電波利用の発展に役
立つよう、6月1日を電波の日として制定した
ものです。
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イ ー ロ ー ズ

平成28年10月を目途に本格運用

MIC_201505_1019_News_re.indd   14 2015/04/21   10:57

法制執務業務支援システム
（e

イ ー ロ ー ズ

-LAWS ※）とは?
　e-LAWS（イーローズ）は、「国家公務員の女性活躍とワークライフバランス推進のための取
組指針」（平成26年10月17日女性職員活躍・ワークライフバランス推進協議会決定）に基づ
き、政府が導入する各府省の法案作成等を支援するシステムです。
　総務省行政管理局が整備し、平成28年10月から本格運用開始します。

※「e -LAWS」とは、 法制執務業務支援システ
ム （e -Legislative Activity and Work 
Support System）の頭文字を取った略称です。

イ

ー

ロ

ー

ズ

「
e
-L
A
W
S
」導
入
に
向
け
て

上
記
取
組
指
針
で
は
、
業
務
省
力

　
化
・
平
準
化
の
観
点
か
ら
、
I
C
T
を

活
用
し
、
法
案
等
関
係
資
料
の
作
成
支

援
等
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
う
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

7
年

月

日
に
各
府
省
官

て
、
平
成

6

2

2

房
長
等
が
申
し
合
わ
せ
た
「「
法
制
執
務

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
に
つ
い
て
」

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
法
令
所
管
府
省
の
確
認
・
認
証
を

経
て
、
国
の
法
令
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

確
立
し
、
政
府
内
で
共
有
す
る
と
と

も
に
、
国
民
に
正
確
な
法
令
情
報
を

電
子
的
に
提
供
す
る
。

②
総
務
省
に
お
い
て
、
一
連
の
法
案
等
作

成
業
務
を
支
援
す
る
「
法
制
執
務
業

務
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
e
‐L
A
W
S
）

を
開
発
す
る
。

28

10
年

月
を

③
e‐L
A
W
S
は
、
平
成

目
途
に
本
格
運
用
開
始
を
目
指
す
。

法
案
等
関
連
業
務
は
、
国
会
対
応
や

　
予
算
関
連
業
務
と
並
ぶ
国
家
公
務
員
の

業
務
効
率
化
の
重
要
な
鍵
で
あ
り
、e‐

L
A
W
S
の
導
入
に
よ
り
、
法
案
等
作
成

業
務
の
省
力
化
や
平
準
化
に
よ
る
職
員
の

残
業
の
抑
制
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
等
へ
の
活
用
を

　
想
定
し
た
法
令
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

法制執務業務支援システム（e-LAWS）導入イメージ
　e-LAWSの導入により、各府省の法案作成時に必要な資料の作成・チェック等を支援するとともに、法案作成から公表
までの一連の過程を電子化することで、法令データの正確性を確保しつつ、業務の合理化を図ります。

①法令の改正作業を行う府省は、
e-LAWSの法令データベースを参
照し、改正しようとする法令の条
文を確認し、ダウンロードします。

②ダウンロードした条文をもとに、
現在の条文と改正後の条文を記載
した 「新旧対照表」を作成するこ
とにより、改正内容が記載された
「改め文」が作成されます。

③ 法 令の制 定 後 、 所 管 府 省は、
官 報で 公 布する法 令の条 文を
e-LAWSを利用して電子的に入稿
します。

④法令が官報で公布されると、所管
府省は、法令データが正しいこと
を確認し、e-LAWSの法令データ
ベースに登録します。

⑤e-LAWSに登録された正確な法令
データは、e-Gov （インターネッ
ト）を通じて国民・企業等に提供
されます。

法案作成・審査 成立・決定 公布・施行 法令データの公表
官報公布
（改め文）

改正案の検討

法令審査

e
イ ー ロ ー ズ

-LAWS

現行条文の確認

新旧対照表
改め文

等の作成

法令データ提供システム

オープンデータ対
応(より加工しや
すいXML形式に
よる提供)印刷局

に入稿

①

②
③ ⑤

④
法令データベース（所管府省が確認・認証した正確な法令データ）

法案情報（新旧対照表・改め文等）

法案作成から公表までの一連の過程を電子化

法令データのオープンデータ化の更なる推進

現　　状
　総務省は、平成13年4月からe-Gov（インターネット）を通じて法令データを広
く一般に提供しています。法令データには著作権がなく、2次利用を制限していな
いため、企業などがインターネットやスマートフォン上のアプリケーションを独自に開
発し、提供しています。

課　　題
　公開しているデータが表示のみの形式
（HTML形式）のため、自由な検索をするた
めには、プログラムを開発したり、法令データ
を自分で加工する必要があります。

法令データの意味を分析して構造化し（注）、独自にプログラム作成
（注）データの意味（法令名、法令番号、条、項等）を分析し、機械が処理できるようなかたちに整えること。

e-Govのデータを
ダウンロード

○○法
（昭和○○年○月○日法律……

（目的）
第一条…………………………

条例と組み合
わせて検 索し
たいなぁ

プログラムは作
れないけれど、
今あるサービス
以外の検索もし
たいなぁ

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

2

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

3

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

4

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

5

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

1

世界最先端IT国家創造宣言について （H25.6.14 閣議決定）、電子行政オープンデータ戦略
（H24.7.4 IT戦略本部決定）等を踏まえ、更なる取組を推進します。　
 <取組内容>
・法令のデータ構造を諸外国の事例も参考として、XML形式で標準化します。
・法令データを扱う行政機関等に対し、標準化した法令データの利用を推進します。
・標準化した法令データには、属性情報（法令名、法令番号、公布日、条、項、号等）が含まれることから、当該

データをe-Gov（インターネット）を通じて公開することにより、新たなビジネス機会を創出します。

法令データの2次利用がより容易になります
　法令データのオープンデータ化を推進することで、より自由に法令データを活用することができます。

現在（HTML形式） 導入後（XML形式）

・法令名索引
行政組織 検索

索引結果一覧
1.中央省庁等改革のための国の
行政組織関係法律……
2.…国の行政組織政令……
3. 国家行政組織法 国家行政組織法

国家行政組織法
（昭和二十三年七月十日法律第百二十号）

（目的）
第一条 　この法律は、内閣の統轄の下に
おける行政機関で内閣府以外のもの （以下
「国の行政機関」という。）の組織の基……

（官房及び局の数）
第二十三条 　第七条第一項の規定に基づき
置かれる官房及び局の数は、内閣府設置法 
（平成十一年法律第八十九号）第十七……

国家行政組織法

（官房及び局の数）
第二十三条 　第七条第一項の規定に基づき
置かれる官房及び局の数は、内閣府設置法 
（平成十一年法律第八十九号）第十七……

検索

検索結果一覧から
目的の法令を探す

（昭和二十三年七月十日法律第百二十号）

第一条 　この法律は、内閣の統轄の下に
おける行政機関で内閣府以外のもの （以下
「国の行政機関」という。）の組織の基……

必要な箇所を
目で見て探す

…
…

題名：国家行政組織法
条名：第二十三条
の条文内容

を指定

必要な箇所のみ
が表示される

手間がかかる！

国 家 行 政 組 織 法（昭和23年法律第120号）の第23条を見たい場合

スムーズ！

例えば、探している箇所を検索したり、探している箇所にリンクを貼ったりすることが、現在e-Govで
提供している法令検索よりも簡単にできるようになり、法令データの2次利用がより容易になります。
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平成27年５月１日以降に新たに発売されるスマートフォン・タブレット等に適用

　総務省は、平成26年12月22日に「SIMロック解除に関するガイドライン」を改正しまし
た。これにより、平成27年5月1日以降に新たに発売されるスマートフォンやタブレット等に
ついては、携帯電話事業者は利用者の申出があれば、原則無料でSIMロック解除に応じるこ
ととなります。
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SIMロック解除に関する
ガイドラインの改正

S
I
M
ロ
ッ
ク
解
除
と
は
?

「
S
I
M
カ
ー
ド
」と
は
、
携
帯
電
話

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
契
約
者
情

報
が
記
載
さ
れ
た
I
C
カ
ー
ド
で
す
。

携
帯
電
話
事
業
者
が
S
I
M
カ
ー
ド
を

発
行
し
、
利
用
者
は
こ
れ
を
携
帯
電
話

等
の
端
末
に
差
し
て
利
用
し
ま
す
。

事
業
者
は
、
特
定
の
（
自
社
の
）

　
S
I
M
カ
ー
ド
が
差
し
込
ま
れ
た
場
合

に
の
み
動
作
す
る
よ
う
端
末
を
設
定
し

て
お
り
、
こ
れ
が
「
S
I
M
ロ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
S
I
M
ロ
ッ

ク
が
設
定
さ
れ
た
端
末
で
は
他
社
の

S
I
M
カ
ー
ド
を
差
し
て
通
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん（
図

）。
1

そ
の
た
め
、
S
I
M
ロ
ッ
ク
が
設
定

　
さ
れ
た
端
末
の
ま
ま
で
他
社
へ
乗
換
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
に
端
末
を
購

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
海
外
渡
航
時
、
国
際
ロ
ー

　
ミ
ン
グ
よ
り
も
低
廉
な
通
信
料
金
で
通

信
で
き
る
手
段
と
し
て
、
現
地
の
携
帯

電
話
事
業
者
の
S
I
M
カ
ー
ド
を
使
用

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
S
I
M

ロ
ッ
ク
が
設
定
さ
れ
た
端
末
で
は
海
外

で
現
地
の
携
帯
電
話
事
業
者
の
S
I
M

カ
ー
ド
に
差
し
替
え
て
通
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

「
S
I
M
ロ
ッ
ク
解
除
」は
、
そ
う

　
い
っ
た
端
末
上
の
制
限
を
解
除
し
、
端

末
と
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

A社のSIMカード B社のSIMカード

A社の端末

図1

S
I
M
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
た

場
合
の
利
用
イ
メ
ー
ジ③現在使用している端末のまま、他

事業者の通信サービスに乗換え。
▶新しい端末を買わなくていいので使
い慣れた端末がそのまま使える!

①自分は新規端末に買い換え、既存
端末をSIMロック解除して、家族
が低廉なSIMカードを差して利用。

▶ 家族で通信料金を節約できる!

②海外旅行先で現地の携帯電話事業
者のSIMカードを差して通信。

▶海外での通信料金を節約できる!

海外でも端末はそのままでOK

家族で端末の融通ができる

使い慣れた端末
そのままでOK

A社 B社現地SIM

SIMロックを解除するには
•スマートフォン等のSIMロックを解除するためには、利用者が現在契約している携帯電話事業者（ドコ
モ・ソフトバンク・auなど）へ申し出る必要があります。

•SIMロック解除の具体的な手続や条件は事業者によって異なりますので、現在契約している携帯電話事
業者がホームページなどで公表するSIMロック解除に関する運用方針をよく読み、決められた方法で申
込みしましょう。

新たに契約する乗換え先
の事業者 （B社）へ携帯電
話サービスの契約申込み
（SIMカードの購入）。

例：A社で契約している端末をSIMロック解除してB社へ乗換える場合

左記運用方針により決めら
れた方法で端末のSIMロッ
ク解除を申込み。

②乗換え予定の事業者（B
社）のホーム－ページ等
で、端末が乗換え先の
事業者で利用できるか
どうか （周波数や通信
方式の対応状況）を確
認。

①現在契約している携帯
電話事業者 （A社）の
ホームページ等に掲載
される予定の運用方針
で、 SIMロック解除の
対象機種、解除対応時
期、手続方法、利用で
きるサービスの制限等を
確認。

新しい事業者 （B社）の
SIMカードをSIMロック解
除した端末に差して、自分
で初期設定。
（事業者が設定してくれる
場合もあります。）

事前の確認 SIMロック解除の申込み 通信サービスの申込み 端末の設定

画面上で初期設定

B社のSIMカードを
手持ちの端末へ挿入A社のホームページで解除に

ついて、B社のホームページ
で乗換えについてを確認

電話、インターネット
や店頭に行くなどA
社指定の方法にて解
除手続きを行う

B社で通信サービスを契約

SIMロック解除に関する注意点
•平成27年5月1日以降に新たに発売された機種がSIMロック解除の対象になります。 
（5月以降に購入したとしても、既存端末は対象になりませんのでご注意ください。）

•SIMロック解除をして他社の通信サービスに乗換えても、スマートフォン等の仕様によって一部のサービス・アプリ
ケーション等が使えない可能性があります。 
▶SIMロックを解除する前に、端末が乗換え先の事業者で利用できるかどうか （周波数や通信方式の対応状況）
　を、端末を購入した携帯電話事業者及び乗換え先の事業者のホームページ等で確認し、解除を行うかどうかよく
　検討しましょう。

•事業者によってはSIMロック解除対応が端末を購入してから一定期間経過後になります。 
▶事業者ごとに解除可能となるタイミングは異なりますので、各社が公表する運用方針で確認しましょう。

•端末の割賦期間の途中にSIMロックを解除し他社へ乗換える場合は、端末代金にかかる割引サービス等が受けられ
なくなる場合もありますのでご注意ください。

より便利に携帯電話を利用するため、携帯電話事業者が公表している情報を活用し、よく検討してからSIMロック解除しましょう。
詳しい情報はこちら▶ http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/eidsystem/competition.html
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地域おこし協力隊
全国サミットが開催されました
　2015年3月8日東京・六本
木にて、全国から現役の地域お
こし協力隊員や自治体の職員、
一般の方など、総勢約700名
が集い一般の方も含めた初の
「地域おこし協力隊全国サミッ
ト」が行われました。

PRタイム

　全国の地域おこし協力隊員
によるPRタイムでは、全国か
ら集まった300名を超える隊
員が壇上に上がり、地域のPR
や自らの活動紹介など、熱い
メッセージを発表しました。な
かには、のぼり旗や着ぐるみ
などを使ってユーモアあふれ
る演出をしたり、肩車をして
結束力をアピールしたりなど、
自治体ごとのカラーや創意工
夫が見受けられ、会場が湧き
あがりました。

特別講演　日本を代表するクリエイティ
ブディレクター、 佐藤可士和
さんが 「地域おこし協力隊へ
のメッセージ ～ Power of 
Communication」と題して
講演。「ブランディングとは、
『本質的価値×戦略的イメージ
コントロール』です。 地
域の一番いいところ（本
質的価値）を把握するた
めには、外部人材として
のコミュニケーションスキ
ルが重要」と、クリエイ
ティビティを地域に生か
すノウハウなどの話があ
りました。

トークセッション

　司会として『農山村は消滅しな
い』などの著書をもつ明治大学農学
部教授の小田切徳美先生、俳優の
峰竜太さんをお迎えし、5名の地域
おこし隊協力隊員によるトークセッ
ションが行われました。

現場からのリアリティあふれる言葉や体験を共有でき、参加者それぞれが地域おこしについて思いを馳せた時間となりました。

活動報告

　2会場に分かれ、現役隊員や隊
員OBからのトークが行われました。

島根県海士町の隊員、奥田麻依
子さんの活動報告。

広島県三次市の隊員OBで、現在は
弘前大学に勤める野口拓郎さん。

兵庫県朝来市での活動を報告した、担当職員の馬袋
真紀さんと隊員の吉原剛史さん。

地域おこし協力隊
フェアの様子

　サミットの会場となった六本木ヒ
ルズの大屋根プラザでは、28自治
体の隊員が、地域の特産品や伝統
工芸品などを販売するブース出展や
ミニステージでのPRを行い、フェ
ア会場を盛り上げました。この日の
フェアの来場者数は総勢2300人。
自治体ごとに設置されたブースに
は、地元の採れたて野菜を使った
料理や、伝統の機織物を現代風に
アレンジした小物など、各地域自慢
の商品がずらりと並び、法被など
に身を包んだ隊員らが威勢よく来場
者にPRしました。

野
県
泰
卓
村
の

長
ブ
ー
ス
で
は
、
鹿

を
か
た
ど
っ
た
可
愛
い
ス

ト
ラ
ッ
プ
が
人
気
を
集
め

ま
し
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
は
、
町
の
有
害
鳥
獣
と

な
っ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ

な
ど
「
け
も
の
」の
事
を

活
用
し
よ
う
と
い
う
「
け

も
か
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

一
環
と
し
て
製
作
さ
れ
た

も
の
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
の

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
井
野
春
香

27

さ
ん
（

）で
す
。

井
野
さ
ん
は
熊
本
県
出
身
。
大
学
で

　
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
泰
卓
村
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

な
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
動

物
が
好
き
で
、
そ
の
中
で

も
特
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
強

い
愛
着
を
持
っ
て
い
た
と

い
う
井
野
さ
ん
。
鳥
獣

被
害
の
深
刻
さ
や
捕
獲
を

狙
う
猟
師
の
後
継
者
不
足

の
問
題
を
肌
で
実
感
し
、

「
せ
っ
か
く
の
命
を
無
駄

に
す
る
の
で
は
な
く
、
最

大
限
に
生
か
し
た
い
」そ
ん
な
思
い
か
ら

自
ら
猟
師
と
な
り
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
は
じ

め
ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
な

ど
、
若
い
人
た
ち
に
も
喜
ば
れ
る
革
製

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
県
瀬
戸
内
市
の
ブ
ー

岡
ス
で
は
「
ま
ま
か
り
」

と
い
う
魚
を
ア
ン
チ
ョ
ビ
フ
ィ

レ
風
に
仕
上
げ
た
商
品
ま
ま

チ
ョ
ビ
が
人
気
を
集
め
た
。
こ
の

商
品
を
開
発
し
た
の
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の

浅
井
克
俊40

さ
ん
（

）

で
す
。
ま

ま
か
り
は
岡

山
県
で
は
大

変
な
じ
み
の

深
い
伝
統
食

材
で
す
が
、

食
べ
方
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
な
い
た
め
需
要
が
広
が
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に

目
を
つ
け
た
浅
井
さ
ん
は
、
ま

ま
か
り
を
イ
タ
リ
ア
ン
の
食
材

に
「
リ
デ
ザ
イ
ン
」し
、
お
し
ゃ
れ
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
売
り
出
し
ま
し
た
。

　全国各地の地域おこし協
力隊員や自治体関係者らが
集結した今回のフェア。参
加者の地域を思う熱い気持
ちが会場を包み、 初開催
にも関わらず大盛況のうち
に幕を閉じました。

地域おこし協力隊　1,500名を超える隊員が全国で活躍
　「地域おこし協力隊」とは、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方に
おいて、地域外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活動を行ってもら
い、その定住・定着を図ることで、地域力の創造を図ることを目的とした
制度。都市地域から過疎地域などの条件不利地域等に住民票を移動し、
自治体から委嘱を受けて、概ね1年から3年以下の期間、「地域協力活動」
(地域ブランド化や地場産品の開発・販売・プロモーション、農林水産業
への従事、住民の生活支援など)を行う。制度が始まった2009年度は
31団体、89人だったが、2014年度には444団体、1,511人（2013年
度978名から1.5倍以上に増加）まで増えている。
　総務省は、概ね次に掲げる経費について、特別交付税により財政支援
している。

①地域おこし協力隊員の活動に要する経費 
隊員１人あたり400万円上限（報償費等200万円※、その他の経費（活
動旅費、作業道具等の消耗品費、関係者間の調整などに要する事務
的な経費、定住に向けた研修等の経費など）200万円）
※平成27年度から、隊員のスキルや地理的条件等を考慮した上で最大250万
円まで支給可能とするよう弾力化することとしている（隊員１人当たり400万
円の上限は変更しない。）

②地域おこし協力隊員等の起業に要する経費 
最終年次又は任期終了翌年の起業する者１人あたり100万円上限

③地域おこし協力隊員の募集等に要する経費 
１団体あたり200万円上限
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渡
る
と
、
遠
く
か
ら

兵 庫 県

淡
あわ

路
じ

市
　瀬戸内海に浮かぶ淡路島の北部
から中部に位置し、淡路島全体の
約3割を占める淡路市。本州には、
明石海峡大橋でつながっています。
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人口計／46,142人（平成27年4月1日現在）
面積／184㎢
HP･･･http://www.city.awaji.lg.jp/
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明石海峡と
明石海峡大橋

淡路夢舞台と
国営明石海峡公園

チャレンジファーム

のじまスコーラ

野島断層保存北淡震災記念公園

伊弉諾神宮と夫婦クス

豊かな自然、文化を活かし
世界的観光立島を目指す

淡
路
島
の
北
の
玄

　
関
口
と
し
て
発
展
し

て
き
た
淡
路
市
。
特

に
、
本
州
と
淡
路

島
を
結
ぶ
明
石
海
峡

大
橋
の
開
通
以
降
、

交
通
の
利
便
性
が

飛
躍
的
に
向
上
し
、

2
0
1
4
年

月
4

1

日
か
ら
の
通
行
料
の

値
下
げ
に
よ
り
、
観

光
や
産
業
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
、
更
な

る
発
展
、
地
域
振
興

が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。明

石
海
峡
大
橋
を

　
望
む
景
色
と
は
一
変
、
花
と
緑
に
囲
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
が
広
が
り
ま
す
。
市

内
に
は
、
一
年
を
通
し
て
咲
き
誇
る
花

を
眺
め
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
、

2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
淡
路
花
博

15
か
ら
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
今
年
は
、

「
淡
路
花
博
2
0
1
5
花
み
ど
り
フ
ェ

ア
」が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
淡
路
島
は
壮

大
な
国
生
み
神
話
に
彩
ら
れ
た
歴
史
と

文
化
を
持
ち
、
市
内
に
は
神
話
ゆ
か
り

の
場
所
が
数
多
く
存
在
し
、
神
秘
の
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
年
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
島
と
い
う

　
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
本
女
子
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
「
兵
庫

デ
ィ
オ
ー
ネ
」は
、
今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
淡

路
市
を
拠
点
に
活
動
を
始
め
、
新
天
地

で
の
開
幕
を
迎
え
ま
し
た
。
兵
庫
デ
ィ

オ
ー
ネ
淡
路
島
応
援
隊
も
発
足
し
、
市

を
上
げ
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
今
年
は
、
阪
神
・
淡
路

　

20

大
震
災
か
ら

年
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
淡
路
市
は
、
震
源
か
ら
最
も
近
い

市
で
あ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
北
淡
震
災
記
念
公
園
で
は
、
淡

路
市
主
催
の
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
、
公

園
内
に
あ
る
野
島
断
層
保
存
館
で
は
、

甚
大
な
犠
牲
と
引
き
換
え
に
得
た
教
訓

を
風
化
さ
せ
ま
い
と
、
断
層
を
あ
り
の

ま
ま
に
保
存
し
て
い
ま
す
。

兵庫ディオーネ
2015年シーズンより、淡路市を拠点に活動する日本女子プロ野球チーム。

いかり
碇監督、小久保キャ

プテンは「島の誇りになりたい」と声をそろえます。

伊
い ざ な ぎ
弉諾神宮
国生みの大業を果たした伊

いざなぎの
弉諾尊

みこと
と伊
いざなみの
弉冉尊

みこと
を

お祀りする神社。境内には、夫婦円満、安産子
授、縁結びなどの御利益があると信仰される樹
齢900年の夫婦大楠があります。

野島断層保存館
兵庫県南部地震により出現した野島断層をあり
のままに保存、展示。体験コーナーには、起震
装置が設置され、直下型と海溝型の揺れの違い
を体験することができます。

淡路花博をPRする
クイーン淡路のお二人

花と緑のイベ
ントが盛りだ
くさんです。

淡路花博2015花みどりフェア
現在、淡路島各地で花と緑の国際博覧会が行われていま
す。特別企画として淡路花博独自の宝塚歌劇展が行われ、
撮影可能ポイントを多く設置しているのも魅力の一つです。
http://www.awajihanahaku2015.jp/

明石海峡大橋
兵庫県神戸市と淡路島の間の
明石海峡に架かる世界最長の
吊り橋。中央支間長は、世
界一で、ギネス世界記録に認
定されています。
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地域特産品を
ブランド化

豊かな恵みを活かした「食」を
通じて淡路の魅力をアピール

み
け
つ
く
に

淡
路
島
は
古
く
か
ら
「
御
食
国
」と
呼
ば

　
れ
、
朝
廷
へ
食
の
献
上
を
し
て
い
た
食
材
の

宝
庫
で
す
。
現
在
も
、
温
暖
な
気
候
、
豊

富
な
日
照
、
豊
か
な
土
壌
を
活
か
し
た
多
彩

な
農
林
水
産
業
が
行
わ
れ
、
高
い
食
料
自
給

率
を
誇
り
ま
す
。

兵
庫
県
、
淡
路
島
内
の

市
、
農
水
産
関

3

　
係
団
体
等
は
、「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」

の
一
環
と
し
て
、
食
を
通
じ
た
淡
路
島
の
魅
力

を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
特
産
品
付
加

価
値
を
高
め
、
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
淡
路
島
と
い
え
ば
淡
路

ビ
ー
フ
や
た
ま
ね
ぎ
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
ら

の
特
産
品
を
地
域
団
体
商
標
と
し
て
登
録
す
る

こ
と
で
、
産
地
が
一
体
と
な
っ
て
品
質
の
向
上

や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
最
近
で
は
、
岩
屋
港
で
穫

　
れ
る
生
し
ら
す
が
淡
路
島
ブ
ラ
ン
ド
に
加
わ

り
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
ら
す
は
傷

み
や
す
い
た
め
、
釜
揚
げ
や
天
日
干
し
を
す

る
こ
と
で
保
存
性
を
高
め
て
き
ま
し
た
が
、

し
ら
す
本
来
の
食
味
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
地
元
の
漁
師
、
加
工
業
者
、
料
理

人
が
手
を
組
み
、
新
鮮
な
生
し
ら
す
の
提
供

を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
淡
路

　
の
特
産
品
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典
と
し

て
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
特

産
品
が
多
く
の
納
税
者
の
手
に
渡
る
こ
と

で
、
特
産
品
を
求
め
て
地
域
に
足
を
運
ん
で

も
ら
う
よ
う
な
循
環
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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1  上品な甘みと風味深い味
わいの淡路ビーフ。「淡路
ビーフブランド化推進協議
会」の定めた品質評価基準
をクリアしたブランド牛で

4
す。

2  全国的にも有名な淡路島たまねぎ。柔らかく、甘
味が多く、辛みが少ないのが特徴です。

3  タコを丸ごと1匹プレスして焼いたタコ姿焼き。焼
く行程が見られるのも楽しみの一つです。

4  初夏から秋にかけて販売される生しらす丼。淡路
島の新名物として、注目されています。
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「香
こうし
司」の技と誇りを世界に発信

こ
う
し司

と
は
、
伝
統
の
製
法
に
よ

香　
り
、
調
合
か
ら
整
合
ま
で
携
わ
る

香
り
の
マ
イ
ス
タ
ー
。
淡
路
市
一

宮
地
区
で
は
、
1
6
0
年
前
か
ら

線
香
作
り
が
盛
ん
で
、
多
く
の
人

が
線
香
産
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

生
産
量
は
、
日
本
国
内
で
作
ら
れ

て
い
る
線
香
の
約

割
を
占
め
て

7

い
ま
す
。

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人

　
に
伝
え
る
た
め
、
新
し
い
香
り
の

こ
う
し司

」

開
発
に
努
め
、
「
あ
わ
じ
の
香

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
J
A
P
A
N
ブ

ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、
日
本
の
線
香
に
対
す
る
認
知

度
の
向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

海
外
に
お
い
て
も
情
報
発
信
を
行

い
、
販
路
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

日本の香りシリーズ
「武士伝」

香
こう
司
し

淡路市一宮地区を拠点に
活躍。確かな知識と技と高
品質の製品を提供します。

かがやき
その2

ICTを活用した
新たな街づくり

地域住民の生活を便利にする
実証プロジェクトを推進

淡
路
市
が
取
り
組
む
「
あ
わ
じ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス

　
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
総

務
省
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
」に

採
択
さ
れ
、
農
業
分
野
で
の
人
材
育
成
事
業

な
ど
を
展
開
す
る
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し

た
新
た
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
野

　
島
小
学
校
を
「
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
」と
し
て

再
生
し
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ

る
地
域
活
性
化
拠
点
と
し
ま
し
た
。
同
施
設

で
は
、
市
民
に
Ｉ
Ｄ
番
号
が
振
ら
れ
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
配
布
し
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
常

生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
へ
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
島
内

で
と
れ
た
農
産
物
や
特
産
品
の
販
売
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
提
供
、
農
業
を
通

じ
た
観
光
農
園
、
周
辺
の
遊
休
施
設
の
有
効

活
用
等
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
促

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
利
活
用
促
進
の
取
組
を
足
が
か
り
に
、
地
域

全
体
の
理
解
を
深
め
、
防
災
、
交
通
、
医

療
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
事
業
以
前
か
ら
開

始
し
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
室
な
ど
、
地
域
住
民
に
向
け
た
地
道
な
取

組
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
取
組
の
底
上
げ
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

1  廃校となった小学校が 「農 ・ 食 ・
学 ・ 芸」をキーワードとした新施設
「のじまスコーラ」に生まれ変わりま 
した。

2  マルシェでは、採れたて野菜、施設内
で作られた農産物の加工品、焼きたて
パンなどが購入できます。

3  「のじまスコーラ」の1階にはカフェ、2
階にはイタリアンレストランがあり、淡
路島の食材を使った料理が楽しめ 
ます。

4  マルシェで販売されている野菜やパンな
どを、電気自動車で宅配するサービス
を行っています。

チャレンジファームで農業体験
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
農

　
業
分
野
の
活
性
化
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
人
材
を
確

保
、
育
成
す
る
こ
と
で
、
農

業
分
野
に
お
け
る
更
な
る
雇

用
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
最
長

年
間
、
農
業

3

に
従
事
し
な
が
ら
、
生
産
技

術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、

就
農
に
必
要
な
技
術
を
習
得

し
、

年
目
以
降
は
、
農

2

園
内
の
加
工
所
で
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
や
ペ
ー
ス
ト
な
ど
の
加

工
技
術
も
学
び
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
実
践
を
通
じ
、
将
来
、
農
業
を

し
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
人
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
会
社
や
観
光
協
会

　
と
の
連
携
に
よ
り
、
農
業
体
験
ツ

ア
ー
を
実
施
し
、
植
え
付
け
か
ら

収
穫
ま
で
体
験
す
る
こ
と
で
農
業

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
、
大
変
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チャレンジファームでは、一年を通し
て、季節ごとのさまざまな野菜を育
てています。

チャレンジファーム
チーム長
塩沢亮さん






